
２．会議及び各種委員会等活動 
（１） 公立大学協会図書館協議会平成 16 年度役員会（愛知県立芸術大学） 

① 第１回（拡大）役員会 
期 日 平成１６年６月３日（木） 
場 所 サンフォルテ 
出 席 者 ２１大学４０名 
議 題 １ 第 36 回（平成 16 年度）総会の運営について 

２ 第 36 回（平成 16 年度）総会協議事項について 
３ その他 

② 第２回（拡大）役員会 
期 日 平成１６年１１月２６日（金） 
場 所 愛知芸術文化センター愛知県図書館 
出 席 者 １６大学２３名 
議 題 【報告事項・確認事項】 
  １ 平成 16 年度事業報告（総会以降） 
  ２ 相互協力委員会報告 
  ３ HP 委員会活動報告 
  ４ 地区活動報告 
  ５ 関係委員会等報告 

６ その他 
  【協議事項】 
  Ⅰ １ 平成 17 年度総会等日程（案）について 
   ２ 公立大学図書館職員研修会について 
   ３ 平成 17 年度以降の役員について 
   ４ 平成 17 年度の関係委員会等派遣委員について 
   ５ その他 

Ⅱ    １ 平成 18 年度文部科学省主催大学図書館職員研修受講者の推薦に

ついて 
２ 「公立大学間共通閲覧証」の取扱いについて 
３ 「役員等諸活動費」の新設について 
４ 国公私立大学図書館協力委員会の負担金への対応について 

   ５ その他 
 

（２） 平成１６年度相互協力委員会（大阪市立大学） 
① 委員館 

委員長館  大阪市立大学 
委員館  札幌医科大学 

   横浜市立大学 
   大阪府立大学 
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② ＜報告内容＞ 
Ⅰ 電子ジャーナルコンソーシアム構築について 
１）委員館 

    委員長館 大阪市立大学学術情報総合センター 
    委員館  札幌医科大学附属図書館 
         横浜市立大学学術情報センター 
         大阪府立大学総合情報センター 
２）活動概要 

   ・Springer-Link  （株）イースタン･ブック･サービス社 
     平成 16 年度 ６大学契約 （平成 15 年度 5 大学でスタート） 
         平成 16 年５月より次年度提案内容について交渉開始 
     平成 16 年８月 次年度契約内容提示 
           8 月 24 日 全加盟館へ広報  相互協力委員会からのお知らせ［１］ 
          11 月 17 日 契約内容修正版（確定タイトル名等） 

相互協力委員会からのお知らせ４号 
   ・Medical Online  （株）メテオ・インターゲート社 （株）サンメディア社 
     現在、日本医学図書館協会等のコンソーシアムに参加している医科系単科大学や医学

部のある公立大学は数大学あり、上記協会等に加盟できない公立大学を対象に提案 
     平成 16 年 6 月～７月 次年度提案に向けての交渉開始 
     平成 16 年９月 公立大学向けコンソーシアム案提示 
          ９月 21 日 全加盟館へ広報  相互協力委員会からのお知らせ２号 
   ・ProQuest  ABI/INFORM Complete  ARL  Academic Research Library 
          HNP  Historical Newspapers   （株）紀伊国屋書店 
     現在、単独契約している公立大学 3 大学ある。コンソーシアム価格となると、かなり安

くなるため、公立大学向けコンソーシアム提案を依頼 
         平成 16 年 7 月  次年度提案に向けての交渉開始 
     平成 16 年９月 公立大学向けコンソーシアム案提示 
          ９月 21 日 全加盟館へ広報  相互協力委員会からのお知らせ２号 

平成 16 年 10 月  コンソーシアム成立に向けての交渉 
      現時点で契約中が 3 大学、検討中の大学が数大学あるため、次年度の契約価格をコン

ソーシアム価格となるよう検討してほしいと依頼  
         10 月 26 日 コンソーシアム成立のための条件（５大学以上）とならなくてもコ

ンソーシアムを成立することが決定 
          10 月 27 日 全加盟館へ広報  相互協力委員会からのお知らせ３号 
 ・Science Direct   （株）エルゼビア社 
    平成 16 年 9 月  公立大学としてのコンソーシアム契約の打診 

私立大学図書館コンソーシアム（PULC）との共同を示唆 
        10 月  PULC 幹事館の早稲田大学に相談 幹事会（11/2）の議題に 
        12 月 6 日 全加盟館へ広報    相互協力委員会からのお知らせ６号 
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  ・EBSCOhost         （株）EBSCO information Service 
    EBSCOhost についても、現在単独契約で契約している公立大学が数大学あり 

次年度よりコンソーシアム契約を依頼 
平成 16 年 12 月   交渉開始予定 
平成 17 年 1 月 26 日  全加盟館へ広報  相互協力委員会からのお知らせ７号 

  ・Serials Solutions, Refworks   （株）サンメディア社 
    電子ジャーナルではないが、電子ジャーナル等 Web 上の各種データベースの URL などの

アクセス情報を統合的に管理するツールのコンソーシアム契約の紹介があったため、全加盟館

に広報した。 
     平成 16 年 12 月 1 日          相互協力委員会からのお知らせ５号 
 
Ⅱ ICOLC 国際会議への参加  国公私立大学図書館協力委員会から派遣 
  前年度に引き続き、ICOLC 国際会議（International Coalition of Library Consortia）に公立大

学協会図書館協議会から職員を派遣する。 
 
   日 時：  平成 17 年 4 月 10 日～13 日 
   場 所：  ボストン（USA） 
   派遣職員： 国立大学 1 名 公立大学 1 名 
   経 費：  一定金額の前払い 
 
   参 考： 
   平成 15 年度  10 月 コペンハーゲン大会（ヨーロッパ大会） 
           3 月 ニューオーリンズ大会   に公立大学図書館から参加 
 
（３）平成１6 年度 HP 委員会（名古屋市立大学） 
①委員名 委員長  名古屋市立大学 
  委 員  東京都立大学 

〃  横浜市立大学 
〃  大阪府立大学 

   〃    大阪市立大学 
    （ｻｰﾊﾞｼｽﾃﾑ管理者兼 HP ｺﾝﾃﾝﾂ管理・更新担当館） 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ館    愛知県立芸術大学（会長館） 
②内 容 
 ・委員会の協議はすべて電子メールで行い、以下の追加と更新をおこなった。 
 

[2003/04/01] ・お知らせを追加（会長館交替） 
[2004/04/01] ・平成１６年度公立大学協会図書館協議会会長館をお知らせに追加 
[2004/04/16] ・北九州市立大学学術情報総合センターへの名称変更により図書館名簿を

更新 
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[2004/04/16] ・リンク集を更新 
[2004/05/13] ・年間スケジュールを更新 
[2004/06/07] ・お知らせ、協議会概要を更新 
[2004/06/22] ・図書館名簿を更新 
[2004/07/30] ・会報 35 号（平成 15 年度）を更新 
[2004/08/02] ・年間スケジュールを更新 
[2004/08/06] ・年間スケジュールを更新 
[2004/08/06] ・会報 34 号（平成 14 年度）を更新 
[2004/08/17] ・概要（平成 15 年度）を図書館名簿に追加 
[2004/10/05] ・年間スケジュールを更新 
[2004/11/24] ・H15 実態調査表を修正 
[2005/01/12] ・年間スケジュールを更新 
[2005/01/26] ・リンク集に追加 
 

（４） 国公私立大学図書館協力委員会（東京都立大学＝平成 15 年度分は愛知県立芸術大学） 
① 委員長館   千葉大学（平成 15 年 8 月 1 日～平成 16 年 7 月 31 日） 

慶應義塾大学（平成 16 年 8 月 1 日～平成 17 年 7 月 31 日） 
② 委員館（＊は常任幹事館）   
   ア 国立大学 ＊東京大学、＊千葉大学、京都大学、名古屋大学 
   イ 公立大学 ＊東京都立大学、大阪府立大学、大阪市立大学 
   ウ 私立大学 ＊早稲田大学、＊慶應義塾大学、中京大学、文教大学、南山大学、 

法政大学 
③ 委員会  
   ア 第５６回 平成 16 年 7 月 13 日（火）  京都大学 
     議事（主なもの） 
     １ 報告事項 

会務報告に先立ち、国立情報学研究所と愛知県立芸術大学のオブザーバー出席が

承認された。 
     ２ 協議事項 

(1) 次期委員長の選出について（慶應義塾大学が就任） 
(2) 日本複写権センターとの「大学図書館間協力における資料複製に関する利用許

諾契約」の締結について 
(3) 平成 16 年度 ICOLC への派遣について 
(4) 委員会主催平成 16 年度シンポジウムの開催について 
(5) 大学図書館間における相互利用要項（案）について 
(6) NCSIS-CAT/ILL の品質管理等の問題解決について 
(7) IC タグ研究委員会図書館ワーキング・グループへの参加について 
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   イ 第５７回 平成 16 年 10 月 20 日（水） 慶應義塾大学 
     議事（主なもの） 
     １ 平成１６年度シンポジウムを９月３日に開催した。 
     ２ 平成１５年度決算を承認し平成１６年度予算を決定した。 
     ３ 日本図書館協会主催の大学図書館研究集会のあり方について、意見交換を行った。 
     ４ 今後の予算編成について、各協会、協議会からの分担金によることができないか

との提起があった。  
④ 常任幹事会 
   ア 平成１５年度第２回 平成 16 年 7 月 13 日（火） 京都大学 
     議題 第 56 回国公私立大学図書館協力委員会の議事について 
   イ 平成１６年度第 1 回 平成 16 年 10 月 20 日（水） 慶應義塾大学 
     議題 第 57 回国公私立大学図書館協力委員会の議事について 
 

（５）国公私立大学図書館協力委員会「大学図書館著作権検討委員会」 
  同「大学図書館著作権検討委員会ワーキング・グループ」   （横浜市立大学） 

① 大学図書館著作権検討委員会委員名等 

・大学図書館著作権検討委員会 委員 

     顧問 土屋 俊（千葉大学教授） 

主査 友光健二（東京大学） 

委員 酒井清彦（埼玉大学）  三輪道夫（横浜市立大学） 

 松本和子（慶應義塾大学）中元 誠（早稲田大学） 

・大学図書館著作権検討委員会ワーキング・グループ メンバー（公大図協から派遣） 

緒方恭子 （茨城県立医療大学） 

      富所文弘 （群馬県立女子大学） 

     空閑寿美代（横浜市立大学） 

② 大学図書館著作権検討委員会 

ア 大学図書館著作権検討委員会 

・ 開催状況：委員会１回、権利者側と図書館側との協議会４回、それに先立ち図書館側（５団

体）との事前協議６回、それぞれ開催。また、随時委員間で意見交換を実施。 

・ 当委員会では、図書館に関する著作権問題を解決するため、公共図書館、専門図書館等の他

館種の図書館と協力して権利者側との協議を進めてきたが、従来からの両者の協議組織を拡

充した「図書館における著作物の利用に関する当事者協議会」を設けることとし、平成１６

年５月２５日に第 1 回会合を開催し以後、３回開催された。ここでは、特に、著作権法３１

条に関して、法改正をめぐる文化庁などの動きを睨みながら権利者側と定期的に協議を行っ

ている。 

・ この権利者側との協議の中で、図書館側から「図書館間相互貸借で借り受けた図書等を著作

権法３１条１号により複写できるように」、「著作権法第３１条の解釈・運用についてのガイ

ドラインを作成すること」等の要望を出している。 

・ 平成１６年６月の著作権法改正で、書籍又は雑誌の貸与についての経過措置（附則４条の２）
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を撤廃し、書籍又は雑誌の貸与による公衆への提供について貸与権が及ぶこととなったこと

に伴い、これが図書館に及ぼす影響について、本会で討議された。 

・ 今年度大学図書館と３権利者団体との間で交わした契約「大学図書館間協力における資料複

製に関する利用許諾契約書」について、権利者団体の１つである学術著作権協会から、今回

の契約更改の期に、「契約書」から「合意書」の形に変え、また、若干の内容の修正をした

い旨申し入れがあり、本会として対応した。 

・ 『大学図書館における著作権問題Ｑ＆Ａ』第４版について、平成１７年３月刊行を目指し、

その作成作業を行っている。 

イ 大学図書館著作権検討委員会ワーキング・グループ 

・ 上記アの当事者協議会に、ワーキング・グループのメンバー１名が事務局に参加。 

・ 今年度１回開催（１２/１０） 

 ウ 図書館における著作物の利用に関する当事者協議会 

・ 図書館側と権利者側に所属する各団体から派遣された委員から構成される。 

図書館側（５団体） 

   ・国公私立大学図書館協力委員会（派遣委員は土屋 俊千葉大学教授） 

・全国学校図書館協議会 

  ・全国公共図書館協議会 

・専門図書館協議会 

・日本図書館協会 

権利者側（６団体） 

・学術著作権協会 

   ・日本映像ソフト協会 

・日本書籍出版協会 

・日本著作出版権管理システム 

・日本複写権センター 

・日本文藝家協会 

・当事者協議会の開催 

   第 1 回５/２５、第２回７/３０、第３回１１/１２、第４回１/１９ 

エ  著作権に関する図書館団体懇談会   

・ 上記ウの「当事者協議会」の開催に先立ち、図書館側（５団体）が、権利者側との協議を円

滑に進めていく為に、「著作権に関する図書館団体懇談会」を開催し、事前協議を行った。 

（４/３０、６/１、７/２３、１０/１２、１２/１７、２/２２の６回開催） 

 

（６）国公私立大学図書館協力委員会「大学図書館協力ニュース」編集委員会（横浜市立大学） 
① 委員名    

主査  棚橋 章  （東京工業大学） 

     委員  重里 信一 （千葉大学）   川久保 美津江（筑波大学） 

   三輪 道夫 （横浜市立大学） 竹内 淳 （神奈川県立保健福祉大学） 

岩田 真美 （南山大学）   雪嶋 宏一（早稲田大学） 
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  岩井田美奈子（法政大学）   熊渕 智行（東京工業大学） 

         広瀬 禎恒 （学術文献普及会）  

② 発行  国公私立大学図書館協力委員会 

③ 編集委員会 

ア 平成１６年 ４月２８日 （第２５巻１号） 

イ 平成１６年 ６月２８日 （第２５巻２号） 

ウ 平成１６年 ９月 １日 （第２５巻３号） 

エ 平成１６年１１月 ５日 （第２５巻４号） 

オ 平成１７年 １月 ７日 （第２５巻５号） 

カ 平成１７年 ３月 ２日 （第２５巻６号） 

 
（７）国公私立大学図書館協力委員会「大学図書館研究」編集委員会（茨城県立医療大学） 
  ① 委員名(平成 1７年 1 月現在) 

主査  塚田 吉彦（一橋大学） 
委員  加藤 晃一（千葉大学）     川瀬 正幸（東京大学） 

叶井貫一郎（一橋大学）     酒井 清彦（東京大学） 
篠塚富士男（筑波大学）     高杉 泰穂（東京外国語大学） 

         緒方 恭子（茨城県立医療大学） 森  正博（名古屋市立大学） 
         金子 昌嗣（早稲田大学）    菊池 亮一（明治大学） 

田中 康雄（立命館大学）        長島 敏樹（慶應義塾大学）  
西尾 雅樹（南山大学）     母良田 功（昭和薬科大学） 

         Sharon H. Domier（マサチューセッツ大学） 
  ② 発行  学術文献普及会 
  ③ 編集委員会 

ア 平成 16 年 7 月 16 日  東京大学    （第 71 号） 
イ 平成 16 年 11 月 16 日    一橋大学     （第 72 号） 
ウ  平成 17 年 ３月 11 日   名古屋市立大学 （第 73 号） 
 

（８）日本図書館協会理事会（東京都立大学） 
  ① 期日 平成１６年５月２６日（水） 
  ② 会場 日本図書館協会会館 

③ 議事 ・2003 年度会勢報告、決算報告、監査報告 
        ・事務局長選任の内規、評議員選挙規程の改正、会長の推戴 
 
（９）日本図書館協会評議員会（横浜市立大学） 

① 期日  平成１７年５月２７日 

   ② 会場  日本図書館協会会館 

③ 議事  ２００３年度会務報告、決算報告、監査報告 
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（10）日本図書館協会大学図書館部会（横浜市立大学） 
①委員  部会長    池間 誠（一橋大学）（平成１６年４月１日～平成１６年１１月３０日） 

             斎藤 修（一橋大学）（平成１６年１２月１日～平成１８年３月３１日） 

施設会員委員  大森 輝久（一橋大学）  片山俊治（群馬大学） 

八木 登 （高崎経済大学）三輪 道夫（横浜市立大学） 

      小山 悟 （法政大学）  上田 義彦（南山大学） 

塚田 吉彦（一橋大学）  

個人会員貴委員 藤勝 周次（中央大学）  北  克一（大阪市立大学） 

亀田 俊一（和光大学） 

②部会総会及び委員会 

・ 第２０回大学図書館研究集会開催等のため、部会委員会２回開催。 

・ 国公私立大学図書館協力委員会から大学図書館研究集会の共催解消の申し出があった件につ

いては、研究集会のあり方や大学図書館部会の位置付けについて部会会員の意向確認のアンケ

ートを１０月に実施し、その回答結果は共催の存続と解消が半々の状況であった。この結果を

踏まえ、部会長館を中心 に各部会委員の意見を集約しながら、今後、国公私立大学図書館協

力委員会と引き続き協議し、本部会としての結論を出していく予定。 

 
（11）国立国会図書館図書館資料保存協力懇談会（群馬女子大学） 

    平成１６年度内に上記懇談会は開催されなかった。 


